「細胞生物学」試験問題　平成７年７月10日実施
　　　　　　　　　　　クラス　　学籍番号　　　　　　　　氏名
Ⅰ．次の生物学に関する文が正しい場合は、かっこ内にＴと書き、誤りを含んでる場合は、誤っている箇所に下線を引き、正しい答えをカッコ内に書いて正しい文にしなさい。ただし、正しい文にするために複数箇所の訂正が可能な場合には、１箇所の最小範囲（文字単位）の訂正を優先させること。ただし、否定を肯定に、あるいは肯定を否定になおすことは認めない（各１点）。
　例： ＲＮＡを構成する塩基には、シトシン、アデニン、グアニン、チミンがある。（Ｄ）
　　　チミンをウラシルに訂正すると３文字になるので、駄目。
　　　
１．ＤＮＡ分子は２本のヌクレオチド鎖が塩基部分で共有結合している。（　　　　　　　）
２．２本鎖のＤＮＡを構成する塩基のうち、ＡとＵ、ＧとＣが向き合っている。（　　　　）
３．塩基の４つが１つのアミノ酸を指定する暗号（コード）となっている。（　　　　　　）
４．ｍＲＮＡにはアンチコドンと呼ばれる部分がある。　　　　　　　（　　　　　　　　）
５．原核生物のｍＲＮＡには、ポリＡテール（polyA tail）が付加する。（　　　　　　　　）
６．細胞骨格には、微笑繊維、微小管、中間径フィラメントがある。　（　　　　　　　　）
７．ミトコンドリアの外膜にＡＴＰ合成酵素が埋まっている。　　　　（　　　　　　　　）
８．ヌクレオチドは六単糖と塩基とリン酸から構成されている。　　　（　　　　　　　　）
９．細胞はカドヘリンやＣＡＭのような接着分子で接着する。　　　　（　　　　　　　　）
10．タンパク質のアミノ酸の配列を二次構造と呼ぶ。　　　　　　　　（　　　　　　　　）
11．リボゾーム上でｍＲＮＡの情報がポリペプチドへと転写される。
 （　　　　　　　　）
12．微小管を構成するタンパク質はヘモグロビンである。　　　　　
 （　　　　　　　　）
13．筋肉の収縮に関係するタンパク質は、アクチンとフラゲリンである。（　　　　　　　）
14．ポリゾームとはタンパク質分解酵素を含んだ小体のことである。　（　　　　　　　　）
15．解糖に関与するすべての酵素はサイトゾール内に存在する。　　　（　　　　　　　　）
16．細胞膜は脂質の二重膜に膜タンパク質が埋め込まれた構造。　　　（　　　　　　　　）
17．ｍＲＮＡのエクソンを切り取り過程をスプライシングという。　　（　　　　　　　　）
18．ミトコンドリアには核とは独立したＤＮＡが存在する。　　　　　（　　　　　　　　）
19．シグナルペプチドはゴルジ装置内腔で切り離される。　　　　　　（　　　　　　　　）
20．ミトコンドリアの基質にオルニチン回路の酵素群が存在する。　　（　　　　　　　　）
21．電子伝達系によるＡＴＰ生産の最終段階は、Ｃａイオンの移動である。（　　　　　　）
22．タイトジャンクションは結合組織にふつうに見られる結合様式である。（　　　　　　）
23．膜貫通タンパク質の一つとして、ハハネルタンパク質がある。　　（　　　　　　　　）
24．上皮細胞シートはプロデスモゾームにより基底膜に結合している。（　　　　　　　　）
25．繊毛を構成する軸糸の基本構造は８＋２構造である。　　　　　　（　　　　　　　　）
26．ダイニンが微小管上を動いてゆく。　　　　　　　　　　　　　
 （　　　　　　　　）
27．水は極性があるが細胞膜を通過できる。　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　）
28．リボゾームはタンパク質とｒＲＮＡの複合体である。　　　　　　（　　　　　　　　）
29．オペロンとは、真核生物の遺伝子の機能的な単位の名前である。　（　　　　　　　　）
30．生物学っておもしろい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　）
Ⅱ．動物細胞の模式図を描きなさい。少なくとも次の細胞小器官を描き、引き出し線をつけて名称を書き加えること。ミトコンドリア、サイトゾール、ゴルジ体、粗面小胞体、中心体。
　次に、アクチン繊維（微小繊維）は、どこに局在するか、どのような機能に役立つか述べなさい。（10点）。
（余白省略）

Ⅲ．プロモーター（ただしガン化の促進因子のことではない）について説明しなさい（10点）。裏を使ってください。
（余白省略）

時間があったら、意見、感想、その他なんでも裏面に書いてください。

